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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】屋根のコーナーが簡易な構成であり且つ施工性
に優れる簡易建物を提供する。
【解決手段】簡易建物は、一の屋根５の端部に位置する
直線部垂木２３と、一の屋根５に連なるコーナー屋根３
の稜角部垂木１９と、コーナー屋根３の屋根パネル５１
と、コーナー屋根３に設けた樋とを備え、屋根パネル５
１は、直線部垂木２３と直交する方向に配置して、直線
部垂木２３と稜角部垂木１９との間に列設してあり、稜
角部垂木１９及び直線部垂木２３は、少なくとも一方の
下面に屋根パネル端部５１ｂ、５１ｃの下方に位置する
補助樋部４９、４７を有し、補助樋部４７、４９は樋に
連通してあり、屋根パネル５１の下面又は中空内に浸入
した水を補助樋部４７、４９から樋に排水する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一の屋根の端部に位置する直線部垂木と、一の屋根に連なるコーナー屋根の稜角部垂木
と、コーナー屋根の屋根パネルと、コーナー屋根に設けた樋とを備え、屋根パネルは、直
線部垂木と直交する方向に配置して、直線部垂木と稜角部垂木との間に列設してあり、稜
角部垂木及び直線部垂木は、少なくとも一方の下面に屋根パネル端部の下方に位置する補
助樋部を有し、補助樋部は樋に連通してあり、屋根パネルの下面又は中空内に浸入した水
を補助樋部から樋に排水することを特徴とする簡易建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通路シェルター等の簡易建物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　非特許文献１には、図２３（ａ）に示すように、シェルター（簡易建物）のコーナーに
おいて、直線部垂木１０１と稜角部垂木１０３との間に、補助垂木１０５を設け、同図２
３（ｂ）に示すように、直線部垂木１０１と稜角部垂木１０３と補助垂木１０５とで囲ま
れる部分に屋根パネル１０７を取付けることが開示されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】第２７７頁及び第２７９頁「三協立山アルミ　パブリックエクステリア
　施工手引き書　通路シェルター・サイクルポート編」カタログＮｏ．ＳＴＸ０２５５Ａ
　三協立山アルミ株式会社　２００７年１２月発行
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、コーナーにおける屋根の構成が複雑で、補助垂木等の部品点数も多く、施工性
が悪いという問題があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、屋根のコーナーが簡易な構成であり且つ施工性に優れる簡易建物を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、一の屋根の端部に位置する直線部垂木と、一の屋根に連なる
コーナー屋根の稜角部垂木と、コーナー屋根の屋根パネルと、コーナー屋根に設けた樋と
を備え、屋根パネルは、直線部垂木と直交する方向に配置して、直線部垂木と稜角部垂木
との間に列設してあり、稜角部垂木及び直線部垂木は、少なくとも一方の下面に屋根パネ
ル端部の下方に位置する補助樋部を有し、補助樋部は樋に連通してあり、屋根パネルの下
面又は中空内に浸入した水を補助樋部から樋に排水することを特徴とする簡易建物である
。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、補助垂木等が不要であるから、部品点数が少なく、簡
易な構成であり且つ施工性に優れる簡易建物を提供できる。
　コーナー屋根を構成する屋根パネルの下面や中空内に浸入した水を補助樋部から排出で
きるから、簡易な構成構造で効果的な排水ができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１実施の形態にかかる簡易建物であって、コーナー屋根部の平面図で
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ある。
【図２】コーナー屋根部の縦断面図であり、（ａ）は図１に示すＢ－Ｂ断面、（ｂ）は図
１に示すＣ－Ｃ断面図である。
【図３】図１に示すコーナー屋根部の柱を集水部品がある個所で切断して示す水平断面図
である。
【図４】図１に示すＡ－Ａ断面図である。
【図５】図４に示す稜角部柱を一方及び他方の樋の突合せ部と共に示す分解斜視図である
。
【図６】図７に示すＤ－Ｄ断面図である。
【図７】直線状屋根部の正面図である。
【図８】直線状屋根部の側端部柱の上側を示す図であり、（ａ）は斜視図、（ｂ）は分解
斜視図である。
【図９】図１に示すコーナー屋根部においてコーナー屋根パネル及び垂木を取付ける前の
状態を示す斜視図である。
【図１０】（ａ）はコーナー屋根部の各梁に垂木を取付けた状態を示す斜視図であり、（
ｂ）は稜角部柱に稜角部垂木を取付ける状態を示す分解斜視図である。
【図１１】コーナー屋根部及び直線状屋根部の一部を示す図であり、コーナー屋根部にコ
ーナー屋根パネルを取付けた状態を示す斜視図である。
【図１２】コーナー屋根部にコーナー屋根パネルを取付ける前の状態を示す分解斜視図で
ある。
【図１３】直線部梁と稜角部梁との間にコーナー屋根パネルを取付ける状態を示す正面図
である。
【図１４】コーナー屋根部における隣り合うコーナー屋根パネルどうしの連結を示す断面
図である。
【図１５】コーナー樋を抜き出して示す斜視図である。
【図１６】コーナー屋根部の屋根パネルの断面図であり、（ａ）は前枠側の断面図であり
、（ｂ）は樋側の断面図である。
【図１７】直線状屋根部の側端部を示す斜視図であり、（ａ）は垂木カバーを取付けた状
態、（ｂ）は垂木カバーを取り付ける前の分解斜視図である。
【図１８】本発明の第２実施の形態にかかる簡易建物のコーナー屋根部を示す平面図であ
る。
【図１９】図１８に示すコーナー屋根部におけるコーナー屋根パネルの取付け状態を示す
分解斜視図である。
【図２０】図１８に示す稜角部柱を集水部品がある個所で切断して示す水平断面図である
。
【図２１】第１実施の形態の変形例を示す図であり、コーナー屋根部の柱を集水部品があ
る個所で切断して示す水平断面図である。
【図２２】第２実施の形態の変形例を示す図であり、稜角部柱を集水部品がある個所で切
断して示す水平断面図である。
【図２３】従来の簡易建物のコーナー屋根部を示す斜視図であり、（ａ）は屋根パネルを
除いて示し、（ｂ）は屋根パネルを取付けるときの状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に、添付図面を参照して本発明の実施の形態を説明するが、まず図１～図１７を参
照して本発明の第１実施の形態について説明する。
　本発明の第１実施の形態にかかる簡易建物１は、図１に示すように、角度Ｒを形成する
コーナー屋根部３と、コーナー屋根部３の両側端部には各々コーナー屋根部３に連続する
直線状屋根部（一の屋根）５、５が設けてある。このコーナー屋根部３は出隅タイプのコ
ーナー屋根部である。　
　コーナー屋根部３は、稜角部柱（柱）７、一方の屋根９と、他方の屋根１１とを備えて
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おり、一方の屋根９と他方の屋根１１は、隣り合う端部を連結してコーナー角度Ｒを形成
している。稜角部柱７は、一方の屋根９と他方の屋根１１の後側に位置して一方及び他方
の屋根９、１１を支持している。　
　図１及び図７に示すように、直線状屋根部５は、直線部屋根１３と直線部柱１５とを備
えている。　
　図２及び図１１に示すように、第１実施の形態では、コーナー屋根部３では、稜角部柱
７に連結した片持ちの稜角部梁１７の下側で左側に設けた稜角部垂木１９で一方のコーナ
ー屋根９の稜角側を支持しており、同様に直線状屋根部５では、直線部柱１５に連結した
片持ちの直線部梁２１の下側に設けた直線部垂木２３で一方のコーナー屋根９の直線部側
を支持している。　
　同様に、稜角部梁１７の右側に設けた稜角部垂木１９で他方のコーナー屋根１１の稜角
側を支持しており、他方の直線部柱１５の直線部垂木２３でコーナー屋根１１の直線部側
を支持している。　
【００１０】
　また、図１に示すように、コーナー屋根部３において、一方の屋根９及び他方の屋根１
１の前側には各々前枠２５が取り付けてあり、後側には一方の屋根９の後側に一方の樋２
７が、他方の屋根１１の後側に他方の樋２９が設けてあり、各樋は各々屋根の雨水を受け
るようになっている。　
　図３及び図５に示すように、一方の樋２７と他方の樋２９とは、稜角部柱７側の端部を
互いに突き合せてあり、突合せ端部側に各々排水孔２７ａ、２９ａが形成されている。
【００１１】
　図４及び図５に示すように、稜角部柱７は、柱本体７ａと、柱カバー７ｂ（図４参照）
と、排水管３１と、集水部品３３を備えており、柱本体７ａに排水管３１を取り付けて柱
カバー７ｂ（図４参照）で排水管３１を隠している。尚、柱カバー７ｂには、稜角部梁１
７との連結部の下側に空間部３５が形成してある。　
　空間部３５には、一方の樋２７及び他方の樋２９の突合せ端部及び集水部品３３が配置
してあり、集水部品３３の下に排水管３１が配置されている。　
　図３及び図５に示すように、集水部品３３は、その輪郭壁が平面視略円形を成しており
、稜角部柱７側の輪郭部３３ａが直線状を成し、その他の周囲部３３ｂが円弧状を成して
いる。集水部品３３の底面３３ｃには稜角部柱７側に排水孔３３ｄが形成されている。　
　一方の樋２７と他方の樋２９との各突合わせ端部側の排水孔２７ａ、２９ａは、各々集
水部品３３の底面３３ｃの上方に位置しており、且つ集水部品３３の底面３３ｃに形成さ
れている排水孔３３ｄよりも前側にずれた位置に配置されている。尚、突合せ端部の排水
孔２７ａ、２９ａは、各樋２７、２９の下面に各々取り付けた導水部品３４により排水孔
２７ａ、２７ｂの水を集水部品３３内に案内している。　
　集水部品３３の排水孔３３ｄには、排水管３１の上端が接続してあり、排水管３１の下
端は稜角部柱７の外へ導出して排水するようにしてある。　
　図４に示すように、柱カバー７ｂの上端部は柱本体７ａと稜角部梁１７との連結部を隠
している。　
【００１２】
　次に、図６を参照して、直線状屋根部５にある直線部柱１５の排水構造について説明す
る。直線部柱１５には、稜角部柱７と同様に、柱本体７ａと、柱カバー７ｂと、排水管３
１とが設けてあるが、集水部品３３を設けていない。　
　即ち、直線部柱１５にも、直線部屋根１３の後側端部１３ａが入り込む空間部３５が設
けてあり、この空間部３５には直線部屋根１３の後側に設けた直線部屋根樋３７が配置し
てあり、直線部屋根樋３７には、排水管３１の上端に対応する位置に排水孔３７ａが形成
してある。その他の構成は、図４に示す稜角部柱７の排水構造と略同じである。　
　直線部柱１５における直線部梁２１との連結部は、図８に示すように、柱本体７ａに柱
カバー７ｂの上側部で隠し、直線部柱１５の上端にキャップ１６を被せてある。稜角部柱
７においても同様に柱カバー７ｂの上側部で柱本体７ａと稜角部梁１７との連結部を隠し
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て、柱本体７ａの上端にはキャップ１６を被せてある。　
【００１３】
　次に、コーナー屋根部３について詳細に説明する。コーナー屋根部３は、図１０～図１
２に示すように、稜角部梁１７の左右両側面に各々稜角部垂木１９が垂木吊り金具４１に
より固定してある。各稜角部垂木１９には屋根パネル取付け部１９ａが設けてある。図２
（ｂ）、図１２及び図１５に示すように、左右の稜角部垂木１９間の下側には、稜角部梁
１７の長手方向に設けたコーナー樋４３が各稜角部垂木１９に固定してある。図１０（ｂ
）に示すように、各稜角部垂木の前側端部にはキャップ１９ｂが装着されている。尚、図
１５に示すように、コーナー樋４３にはその前側に止水材４５を設けて前側に雨水が流れ
るのを防止してある。　
【００１４】
　図２に示すように、コーナー樋４３の下面には補助樋部４７が設けてあり、この補助樋
部４７がコーナー樋４３の下で、後述するコーナー屋根パネル５１の稜角部垂木側端部５
１ｃの下方に配置してある。　
　図２（ａ）及び図１３に示すように、直線部梁２１に設けた直線部垂木２１の下面には
断面略Ｌ字形状を成す補助樋部４９が設けてあり、コーナー屋根パネル５１の直線部垂木
側端部５１ｂの下方に配置してある。　
　図１２に示すように、コーナー屋根パネル５１は、平面視略台形形状を成し、直線部垂
木２３と稜角部垂木１９との間で直線部垂木２３に対して長辺５１ａを直角にして配置し
てある。また、コーナー屋根パネル５１は、直線部垂木側端部５１ｂを長辺５１ａに対し
て直角にしてあり、稜角部垂木側端部５１ｃを長辺５１ａに対して所定の角度Ｓにしてあ
る。
【００１５】
　この実施の形態では、コーナー屋根パネル５１は直線部屋根パネル５３と同種のものを
用いており、平面視長方形形状の直線部屋根パネル５３の短辺側を所定の角度Ｓで切断し
たものを用いている。　
　そして、図１２及び図１３に示すように、コーナー屋根パネル５１の直線部垂木側端部
５１ｂを直線部垂木２３の下に配置し、稜角部垂木側端部５１ｃを稜角部垂木１９の下に
配置して上から止めるボルト４６で各垂木２３、１９に固定してある。また、図１４に示
すように、隣り合うコーナー屋根パネル５１どうしもビス５２で固定してある。　
　図２（ａ）に示すように、コーナー屋根パネル５１の直線部垂木側端部５１ｂは補助樋
部４９の上方に位置し、図２（ｂ）に示すように、コーナー屋根パネル５１の稜角部垂木
側端部５１ｃは補助樋部４７の上方に位置している。　
　尚、各垂木１９、２３の上面には垂木カバー５４が被せてある。　
【００１６】
　ここで、直線状屋根部５について説明する。図７に示すように、直線状屋根部５には、
間隔をあけて直線部柱１５と各直線部柱１５に取り付けた直線部梁２１が設けてあり、図
１７に示すように、各直線部梁２１の下に野縁吊り金具５７により野縁５９を架設してあ
る。野縁５９の下面には屋根パネル吊り具６１が固定してあり、屋根パネル吊り具６１の
下に直線部屋根パネル５３を上から止めるビスで固定し、直線部屋根パネル５３を隣り合
わせに並べて固定する。直線部屋根パネル５３は上述したように平面視長方形状を成して
いる。　
　尚、図２（ａ）に示すように、コーナー屋根部３における直線部梁２１では、野縁５９
の下に屋根パネル受け６５が取り付けてあり、この屋根パネル受け６５に直線部屋根パネ
ル５３の直線部梁側端５３ａを固定している。　
【００１７】
　次に、簡易建物１におけるコーナー屋根部３の施工を説明する。
　まず、図９に示すように、稜角部柱７及びその両側に各々直線部柱１５、１５を設置し
、稜角部柱７に稜角部梁１７を固定し、直線部柱１５、１５に各々直線部梁２１を固定し
、各直線部梁２１には野縁吊り金具５７により野縁５９を取り付ける。野縁５９にはその
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下面に屋根パネル吊り具６１を固定する。
　その後、図１０（ａ）に示すように、各直線部梁２１の下面には、稜角部梁１７側に直
線部垂木２３を垂木吊り金具４１で固定する。また、図１０（ｂ）に示すように、稜角部
梁１７の下面には左右両側に垂木吊り金具４１で稜角部垂木１９を固定する。図２及び図
１５に示すように、左右の稜角部垂木１９の下には、止水材４５を取り付けたコーナー樋
４３を固定する。　
【００１８】
　次に、図１１に示すように、コーナー屋根部３における一方の屋根９と他方の屋根１１
に各々コーナー屋根パネル５１を取り付ける。コーナー屋根パネル５１の取り付けは、一
方の屋根９及び他方の屋根１１とも同じであるから、以下に一方の屋根９のみについて説
明する。　
　図１２に示すように、予め各コーナー屋根パネル５１の稜角部垂木側端部５１ｃを所定
角度Ｓに切断しておき、取付け位置に応じた長さの異なるコーナー屋根パネル５１を用意
して、直線部垂木２３と稜角部垂木１９との間に取り付ける。コーナー屋根パネル５１は
、長さの短いものから、即ち、矢印Ｅで示すように、後側から前側に並べるようにして順
次取付ける。　
　図１３に示すように、各コーナー屋根パネル５１において、直線部垂木側端部５１ｂは
補助樋部４９の上方に配置し、稜角部垂木側端部５１ｃはコーナー樋４３に隣接して配置
し、各垂木２３、１９に上から止めるボルト４６で固定する。図１４に示すように、隣り
合うコーナー屋根パネル５１どうしはビス５２で固定する。　
　その後、図２（ｂ）に示すように、コーナー樋４３の下面に補助樋部４７を固定する。
補助樋部４７は、コーナー屋根パネル５１の稜角部垂木側端部５１ｃの下に配置する。　
【００１９】
　次に、図１６（ａ）に示すように、一方の屋根９及び他方の屋根１１の前側に各々前枠
２５をビス止めし、一方の屋根９の後側に一方の樋２７をビス止めし、他方の屋根１１の
後側に他方の樋２９をビス止めする。尚、図３及び図５に示すように、一方の樋２７及び
他方の樋２９は各々突合せ端をそれぞれ所定の角度に切断しておくと共に一方の樋２７の
突合せ端部に排水孔２７ａを形成しておき、他方の樋２９の突合せ端部に排水孔２９ａを
形成しておく。　
【００２０】
　そして、図５に示すように、一方の樋２７と他方の樋２９の各排水孔２７ａ、２９ａの
下に各々、パッキンを介して導水部品３４を取付ける。　
　稜角部柱７の柱本体７ａにはサドル６７で排水管３１を取り付けると共に集水部品３３
の下面にも排水孔３３ｄの位置に導水部品３４を取り付けて、集水部品３３を柱本体７ａ
に固定する。尚、図３に示すように、一方の樋２７の排水孔２７ａと、他方の樋２９の排
水孔２９ａは、集水部品３３の排水孔３３ｄに対して前側にずれた位置で並んで配置する
。　
　その後、図４に示すように、柱本体７ａに柱カバー７ｂを取り付ける。　
【００２１】
　一方、直線状屋根部５では、図１１に矢印Ｍで示すように、直線部屋根パネル５３（図
１７参照）を野縁５９の下に順次固定した後、コーナー屋根部３と同様にして前枠２５及
び直線部屋根樋３７を取付ける。図６に示すように、直線部屋根樋３７には、排水位置に
排水孔３７ａを形成してある。　
　排水経路を備える直線部柱１５では、集水部品３３を設けることなく、直線部屋根樋３
７の排水孔３７ａの位置の下に排水管３１を配置して、排水管３１を柱本体７ａに固定し
た後、柱カバー７ｂを取り付ける。　
　尚、図１７に示すように、直線状屋根部５には前枠２５及び直線部屋根樋３７の他に側
枠６９及び野縁カバー７１を取り付ける。　
【００２２】
　次に、第１実施の形態にかかる簡易建物１の作用及び効果について説明する。
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　図１１及び図１２に示すように、コーナー屋根部３では、コーナー屋根パネル５１は、
直線部垂木２３と直交する方向に配置して、直線部垂木２３と稜角部垂木１９との間に列
設してあると共に、稜角部垂木１９の設置角度に応じて長さ及び稜角部垂木側端部５１ｃ
の切断角度Ｓを任意に調整自在としてあるから、直線部垂木２３と稜角部垂木１９との間
に従来必要としていた補助垂木等が不要であるから、部品点数が少なく、簡易な構成で施
工性に優れる簡易建物を提供できる。　
　図２に示すように、稜角部垂木１９の下面には、コーナー屋根パネル５１の稜角部垂木
側端部５１ｃの下に配置する補助樋部４７を設けてあり、直線部垂木２３の下面には、コ
ーナー屋根パネル５１の直線部垂木側端部５１ｂの下に配置する補助樋部４９を設けてあ
るから、コーナー屋根パネル５１の下面又は中空内に浸入した水を補助樋部４７、４９か
ら一方の樋２７に排水する構成としているので、コーナー屋根パネル５１の下面や中空内
に浸入した水を補助樋部４７から排出でき、簡易な構造で効果的な排水ができる。　
　コーナー屋根パネル５１が直線部垂木側端部５１ｂと稜角部垂木側端部５１ｃとのいず
れかに傾斜して配置している場合には、少なくとも傾斜している下側にある補助樋部４７
又は補助樋部４９を設ければ良いが、本実施の形態では、コーナー屋根パネル５１の両側
に補助樋部４７、４９を設けているので、例えば、積雪等により屋根の傾斜が変わった場
合でも、コーナー屋根パネル５１の下面又は中空内に浸入した水を排水できる。
【００２３】
　垂直部垂木２３と稜角部垂木１９とが形成する角度を任意に設定して、コーナー屋根パ
ネル５１の長さ及び端部の切断角度を調整することで、任意の角度のコーナー屋根部３を
容易に形成できる。　
【００２４】
　図３～５に示すように、一方の屋根９の後側に設けた一方の樋２７と、他方の屋根１１
に設けた他方の樋２９には突合せ端部に各々排水孔２７ａ、２９ａが設けてあり、集水部
品３３が一方の樋２７の排水孔２７ａ及び他方の樋２９の排水孔２９ａから水を受けて、
集水部品３３の排水孔３３ｄから稜角部柱（柱）７内部の排水管（排水路）３１に直接排
水するから、排水路を目立たなくでき、外観が良い。　
　一方及び他方の樋２７、２９の突合せ端部の突合せ角度が異なる場合にも、一方の樋２
７及び他方の樋２９の各排水孔２７ａ、２９ａが集水部品３３の水受け面（底面３３ｃ）
内に位置することで、各排水孔２７ａ、２９ａから集水部品３３が水を受けて柱７の内部
に排水できる。　
　特に、集水部品３３の柱側を除く輪郭を円弧にしているので、突合せ角度を変える場合
でも、小さい集水部品の輪郭で、各排水孔２７ａ、２９ａから水を受けることができる。
【００２５】
　図６に示すように、直線状屋根部５に設けた排水経路を有する直線部柱１５は、直線部
屋根１３の後側に位置して直線部屋根１３を支持しており、直線部屋根１３の後側端部１
３ａが入り込む空間部３５を有し、この空間部３５に直線屋根樋３７を配置して、直線部
屋根樋３７の排水孔３７ａから柱内部に設けた排水管（排水路）３１に水を直接流す構成
であるから、排水路を目立たなくでき、外観が良い。　
【００２６】
　以下に本発明の他の実施の形態を説明するが、以下に説明する実施の形態において、上
述した第１実施の形態と同一の作用効果を奏する部分には同一の符号を付することにより
その部分の詳細な説明を省略し、以下の説明では第１実施の形態と主に異なる点を説明す
る。　
　図１８～図２０に第２実施の形態にかかる簡易建物１を示す。図１８に示すように、こ
の第２実施の形態では、コーナー屋根部３は入隅タイプであり、後側に稜角部柱７、直線
部柱１５、１５が設けてあり且つこれらの柱７、１５，１５は第１実施の形態に比較して
互いに離れた位置にある。　
　また、図１９に矢印Ｆに示すように、入隅タイプのコーナー屋根部３では、コーナー屋
根パネル５１は、前側の方がその長さが短いので、前側から後側へ順次設置している。
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　図２０に示すように、入隅タイプのコーナー屋根部３でも、稜角部柱７に設けた集水部
品３３は、一方の樋２７と他方の樋２９との突合せ端部の下に配置してあり、一方の樋２
７の排水孔２７ａと他方の樋２９の排水孔２９ａからの排水を受けている。　
　その他の構成は第１実施の形態と同様である。　
【００２７】
　この第２実施の形態によれば、上述した第１実施の形態と同様の作用効果を奏すること
ができる。
【００２８】
　本発明は、上述した実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形可
能である。
　例えば、第１実施の形態の出隅タイプの場合において、コーナー屋根部３で一方の屋根
９と他方の屋根１１とが形成する角度Ｒは９０度にすることに限らず、図２１に示すよう
に、鈍角にするものであっても良いし、形成する角度は制限されない。この場合でも、一
方の樋２７と他方の樋２９の突合せ部における排水孔２７ａ、２９ａは、集水部品３３内
に配置することができる。
　同様に、第２の実施の形態にかかる入隅タイプにおいても、図２２に示すように、コー
ナー角度Ｒを鈍角に形成するものであっても良く、形成する角度は制限されない。
　また、図２１や図２２に示すように、第１実施の形態や第２実施の形態とは異なる角度
で一方の屋根９と他方の屋根１１を施工する場合には、コーナー屋根パネル５１の稜角部
垂木側端部５１ｃを切除する角度Ｓ（図１９参照）を調整し、各柱７、１５の設置位置を
調整することにより、各角度のコーナー屋根を容易に施工できる。
　図２に示すように、上述した実施の形態では、稜角部垂木１９に補助樋部４７を設け、
直線部垂木２３に補助樋部４９を設けて、屋根パネル５１の両端に補助樋部４７、４９を
設ける構成としたが、これに限らず、稜角部垂木１９にのみ補助樋部４７を設けたり、直
線部垂木２３にのみ補助樋部４９を設ける構成であっても良い。
　本発明にかかる簡易建物は、通路シェルターに限らず、カーポート等でも良く、用途は
限定されない。
　また、簡易建物は梁１７、２１の下に屋根９、１１、１３を設けて梁１７、２１で支持
する上吊りタイプを例に説明したが、これに限らず、梁１７、２１の上に各屋根９、１１
、１３を設置するタイプであっても良い。
　上述した実施の形態では、一方の屋根９と他方の屋根１１は、隣り合う端部を稜角部垂
木１９を挟んで連結して任意の角度Ｒを形成しているが、隣り合う端部を付き合わせて連
結することで任意の角度Ｒを形成しても良い。
【符号の説明】
【００２９】
　１　　　簡易建物
　３　　　コーナー屋根部（コーナー屋根）
　５　　　直線状屋根部（一の屋根）
　１９　　稜角部垂木
　２３　　直線部垂木
　２７　　樋
　４７　　補助樋部
　４９　　補助樋部
　５１　　コーナー屋根パネル（屋根パネル）
　５１ｂ　稜角部垂木側端部（屋根パネル端部）
　５１ｃ　直線部垂木側端部（屋根パネル端部）
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